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分布特異性を示す抗原を認識する抗体は、 typeA （動物半球の紹胞質を認識） ,typeV （植物半球
の縮施賞を認識）， type P （緩胞質の周縁部を認識）， type N （核質を認識）の4群に分けられた。
type P, Nは卵形成期を通して部域性を示し続けたが、 typeA, Vは、卵形或期申期以降（st.IV -
VI）に部域性を示すことがわかった。また、成熟卵母細胞における3次元的な分布を検討した結果、
さらにA1,A2, V1, V2と分類されることが判明した。さら記、動物および植物半球の断片から抽出し
たタンパク質を用いてのウエスタン・プロッテイングの解析によっても、これらの極性分布が確認
できた。また、発生を開始した妊（抱展期匪）を用いて、免疫組織化学的染色の解析を行なった結
果、これらの筑原が初期症においてもその極性分布を維持していることが判明した。
以上の免疫学的手法による解析の結果、卵形成期におけるタンパク質の紹胞質への蓄積が、時期
特異的にそして分布特異的になされる様子が明らかとなった。タンパク質蓄穫の過程は、現在まで
よく知られておらず、このように個別に解者して得られた知見は重要である。また、特異的分布抗
原の中でも、動植物斡性に沿った分布を示す抗原はさらに4群に分類され、それらの分布特性から
擦の細胞質には A11V1、A21V2の抗原分布を分ける境界があることが考えられた。また、胞座期に
おいても分布が変わらないことが確かめられ、初期発生において各割球に傷って分配される筑原で
あることが示唆された。
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